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持株会社体制への移行の検討開始に関するお知らせ 

 

 

当社は、2019年11月15日開催の取締役会において、持株会社体制へ移行するための検討を開始することを決議い

たしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 持株会社体制への移行の背景と目的 

 

わが国経済は、企業収益、所得・雇用情勢の改善が継続し、緩やかな回復基調で推移したものの、海外経済の動向

と政策に関する不確実性の影響もあり、先行き不透明な状況が続いております。 

外食産業におきましては、長引く人手不足による人件費の上昇や原材料価格の上昇等により、引き続き厳しい事業

環境が続いております。 

このような環境のもと、当社は創業以来、「大衆食のカテゴリーで日本一の外食企業になる」ことを経営戦略の基本方

針とし、既存店舗の収益拡大のための店舗改装やメニュー改善、人財教育、新規出店等を積極的に行い、グループ

規模の拡大に取り組んでまいりました。今後も経営基盤をさらに強固なものとし、新業態の開発や海外展開、Ｍ＆Ａを

進めるなど積極的な挑戦を継続し、成長してまいりたいと考えております。 

そのためには、グループ経営戦略の企画・立案機能を強化するとともに、人財及び資金等の経営資源配分を最適化

させ、市場環境に柔軟に対応できる組織体制を構築し、グループ全体の企業価値向上を目指すと共に、Ｍ＆Ａを活用

した業容拡大を目的とする機動的な組織体制構築を推進する観点から、会社分割による持株会社体制への移行につ

いて検討を開始することを決定いたしました。 

 

２． 持株会社体制への移行方法 

当社を分割会社、子会社を分割承継会社とする会社分割により、持株会社と事業会社に分割し、当社グループは

持株会社体制へ移行いたします。また、当社は持株会社体制への移行後も引き続き上場を維持いたします。 
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３． 今後の移行スケジュール 

吸収分割契約承認取締役会              2020年２月下旬（予定） 

吸収分割契約締結日                  2020年２月下旬（予定） 

商号変更等の定款変更承認定時株主総会    2020年３月下旬（予定） 

吸収分割効力発生日                  2020年７月１日（予定） 

  （注）本吸収分割は、分割会社である当社において会社法第784条第２項に規定する簡易吸収分割に該当す

るため、当社の株主総会による吸収分割契約を取締役会にて承認を行う予定です。一方、商号変更等の

定款の変更については定時株主総会による承認を得る予定です。 

   

４． 今後の見通し 

持株会社体制への移行に関する詳細につきましては、現時点で未定であり、今後、具体的に検討してまいります。

詳細につきましては、決定次第改めてお知らせいたします。 

 

以  上 


